
肝属保健医療圏の現状
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⑴ 人口等について
〇 鹿屋市，垂水市，東串良町，錦江町，南大隅町，肝付町の２市４町であり，令和７年３月31日現在の人口は
141,781人，そのうち，高齢者人口は50,700人となっており，人口に占める高齢者の割合は35.8％となっている。

 ※１ 高齢者人口は 65 歳以上の人口である。    
 ※２ 面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」による（令和７年１月１日現在） 

 

（肝属地区）   （令和７年３月 31 日現在）(単位:人，％，㎢） 

         市町村別 

 区 分 
鹿 屋 市 垂 水 市 東串良町 錦 江 町 南大隅町 肝 付 町 計 

人     口 97,366 12,817 6,312 6,063 5,801 13,422 141,781 

高齢者人口 30,456 5,981 2,367 2,977 3,024 5,895 50,700 

 
人口に占める   

高齢者の割合 
31.3 46.7 37.5 49.1 52.1 43.9 35.8 

世    帯    数 50,846 7,129 3,241 3,424 3,411 7,329 75,380 

面     積 448.15 162.10 27.85 163.19 213.59 308.04 1,322.92 

① 各市町の状況

出典：社会保障・人口問題統計調査
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② 人口及び高齢化率の推移（肝属）

③ 65歳以上人口の推移（2015年比）

④ 年齢階級別将来推計人口割合（％）

〇 本医療圏の人口は，年々大
幅に減少している。また，65歳
以上人口についても，減少が見
込まれている。

〇 本医療圏の65歳以上人口
の推移（2015年比）をみると，
65歳以上の割合は2025年を
ピークに減少している。年齢階
級別にみると，人口は減少する
が，高齢者人口の割合は2025
年以降横ばいとなる見込みで
ある。

⑤年齢階級別将来推計人口（人）

出典：社会保障・人口問題統計調査
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⑵ 医療施設の状況について

① 医療施設数及び一般・療養病床の状況

〇 令和２年における本医療圏の人口10万人に対する一般病院数及び有床診療所数は全国と比較し，多くなっている。
〇 人口10万人に対する病床数をみると，一般病床は全国と比較し，全国より非常に多くなっており，療養病床もやや多く
なっている。

② 標榜科目数

出典：鹿児島県保健医療福祉計画 4



⑶ 患者の動向について
② 患者の流出入の状況

推計流出患者割合推計流入患者割合

54.38.1R2
曽於

61.317.8R5
21.111.6R2

肝属
18.414.5R5

5.519.8R2
鹿児島

4.718.7R5
16.918R2

姶良・伊佐
4.718.7R5

12.519.8R2
都城北諸県

14.921.7R5

① 病院等入院患者の移動の状況（単位：人）

〇 肝属保健医療圏の患者流出入の状況をみると，
流入患者より流出患者の割合が大きくなっているが，
令和２年と比較すると，流入患者割合は増加し，流
出患者割合は減少している。また，入院患者の移動
状況をみると，多くが圏域内での入院であるが，
10.3％が鹿児島保健医療圏へ移動していることが
わかる。

出典：鹿児島県保健医療福祉計画

出典：患者調査
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⑷ 医療従事者の状況について
① 医師・歯科医師・薬剤師・看護師・准看護師数

② 市町別医師数及び人口

10万対医師数人口

216.2217100,350 鹿屋市
145.62013,733 垂水市

92.166,515 東串良町
147.1106,796 錦江町

61.546,505 南大隅町
146.02114,384 肝付町

※人口は令和４年３月31日時点

※医師数は令和４年12月28日時点

③ 医師偏在指数及び現在の医師数と目標医師数

217（鹿屋市）

20（垂水市）

6（東串良町）

10（錦江町）
4（南大隅町） 21（肝付町）

鹿屋市 垂水市
東串良町 錦江町
南大隅町 肝付町

④ 従業地別医療従事者医師数 〇 本圏域の医師数は，③の表で
目標となっている297人に対し，②
の表によると現在の医師数は278
人であり，目標値には届いていな
い状況。
〇 人口10万対で市町別の医師
数をみると，鹿屋市は圧倒的に多
くなっており，対して東串良町，南
大隅町は少なく，医師の偏在が
見られる。出典：令和４年医師・歯科医師・薬剤師統計

出典：令和４年医師・歯科医師・薬剤師統計
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⑤ 各項目における医師数の推移（肝属保健医療圏の状況）

〇 日本医師会総合政策研修機構の調査報告によ
ると，1996年から2016年にかけて，本圏域の総人
口は20,621人（-12％）減少し，医療施設勤務医
師数は19人（７％）増加した。

〇 2016年の人口10万人あたり医師数は182人で
あり，全国平均（240人）と比べて低いレベルにある。

〇 1996年から2016年にかけて人口10万人あた
り医師数は21%増え，その伸び率は全国平均
（31%）を下回る。年齢構成別にみると，1996年か
ら2016年にかけて35～49歳の医師は32人減少
し，全国平均を下回る増加率となっており，医師不
足を助長している可能性がある。

〇 65歳以上の医師は，1996年から2016年にか
けて増減がなく，全国平均を下回る増加率となって
いる。65歳以上の医師の比率は減少傾向にある。

出典：日本医師会総合政策研究機構『医師数データ（2018年版）』
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⑥ 各項目における医師数の将来推計（肝属保健医療圏の状況）

〇 日本医師会総合政策研修機構の調査報告によると，2036
年の人口10万人当たり医師数は218人であり，全国平均（329
人）と比べて低いレベルにある。2016年から2036年にかけて
人口10万人あたり医師数は20％増え，その伸び率は全国平均
（37％）を下回る。

〇 病院医師は2016年から2036年にかけて14人（‐８％）減り，
全国平均（25%）を下回る増加率である。診療所医師は，同期
間に35人（‐32％）減り，全国平均（‐７％）を下回る減少率であ
る。2036年の診療所医師割合は26%と全国平均（26%）と同
程度である。

〇 年齢構成別にみると，2016年から2036年にかけて35～49
歳の医師は38人（‐42％）減り，全国平均（８％）を下回る増加
率と推計され，医師不足を助長している可能性がある。

〇 65歳以上の医師は，2016年から2036年にかけて77人（１
５１％）増え，全国平均（93％）を上回る増加率と推計された。
65歳以上の医師の比率は増加傾向にあり，地域の医師の高齢
化が着実に進んでいくと推計された。

出典：日本医師会総合政策研究機構『医師数データ（2018年版）』
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⑸ 医療・介護の状況について
① 市町別要介護者の状況と今後の推計

② 本圏域の医療介護需要予測指数

〇 圏域内市町の要介護認定率は，肝付町が
19％とやや高くなっているが，その他は全国
平均レベルとなっている。うち，要介護３以上
が占める割合は，全市町が，全国，県を上回
り，高くなっている。

〇 要介護者数の将来推計は，垂水市は
2030年をピークに，鹿屋市は２０４５年まで
増加していく見込みであるが，その他の市町
は減少が見込まれている。
圏域全体でみると，今後要介護者数は減少
していく見込みとなっている。

〇 今後の人口減少にともない，医療需要は今
後も引き続きさらに減少していく予測となっ
ている。また，今後全国的に介護需要が高ま
る予想となっている中，本圏域の介護需要は
2035年をピークに減少していく予測となっ
ている。

要介護者数推
計
（2045年）

要介護者数推
計
（2025年）

偏差値
※全国は標
準偏差

要介護３以上
全認定者に占
める比率

要介護３
以上認定数

偏差値
※全国は標
準偏差

要介護
認定率

要介護者数

6,1305,4476254%2,4525115%4,537鹿屋市
8208795651%4405114%860垂水市
2923177159%2115216%358東串良町
3954696958%2955216%510錦江町
3254136556%3045317%545南大隅町
9281,0595651%5845419%1,140肝付町

6,747,2366,084,2745%48%2,299,79214%13%4,807,506全国
94,94885,3805550%38,1405115%75,531鹿児島県

出典：日本医師会総合政策研究機構『地域の医療介護提供体制の現状（2022年版）』

出典：JMAP
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〇 介護施設数については，ほとんどの種別で県を上
回っており，県と比較すると充足していると思われる。

〇 施設種類別の定員数をみると，入所型は県と比較
し，定員数が多くなっているが，特定施設は少ない状
況。

〇 介護職員数については，県と比較し，多くなってい
る。

④ 施設種類別の定員数

③ 地域介護資源 ⑤ 介護職員数

出典：JMAP

出典：JMAP

出典：JMAP
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⑤ 往診の状況（肝属保健医療圏）

⑥ 訪問診療の状況（肝属保健医療圏）

⑦ 在宅看取りの状況（肝属保健医療圏）

それぞれの総数をみると，往診・訪問診療の実施件数は徐々に減少し，在宅看取りの実施件数は増加している。
実施している医療機関数はR2以降変化がない。
往診，訪問診療，在宅看取り実施件数は診療所が多い。

総数診療所病院

１施設当たり
の往診件数

往診件数
往診実施率

（％）
往診実施施設数施設数

１施設当たりの
往診件数

往診件数
往診実施率

（％）
往診実施施
設数

診療所総数
１施設当たり
の往診件数

往診件数
往診実施率
（％）

往診実施
施設数

病院総数

9.136328.6401409.934629.4351193.41723.8521H29

11.541427.53613113.440126.5301132.21333.3618R2

8.528826.0341319.926623.7271143.12241.2717R5

総数診療所病院

１施設当たり
の訪問診療件
数

訪問診療
件数

訪問診療
実施率
（％）

訪問診療
実施施設数

施設数
１施設当たりの
訪問診療件数

訪問診療件
数

訪問診療
実施率
（％）

訪問診療実
施施設数

診療所総数
１施設当たり
の訪問診療件
数

訪問診療
件数

訪問診療
実施率（％）

訪問診療
実施施設数

病院総数

64.7278230.74314073.3256429.43511927.2521838.1821H29

73.2300331.34113184.6287630.13411318.112738.9718R2

54.6196527.53613163.2183425.42911418.713141.2717R5

総数診療所病院

１施設当たり
の在宅看取り
件数

在宅看取
り件数

在宅看取り
実施率
（％）

在宅看取り
実施施設数

施設数
１施設当たりの
在宅看取り件数

在宅看取
り件数

在宅看取り
実施率
（％）

在宅看取り実
施施設数

診療所総
数

１施設当たり
の在宅看取り
件数

在宅看取り
件数

在宅看取り
実施率
（％）

在宅看取り
実施施設数

病院総数

1.7197.9111401.8188.410119114.8121H29

1.9176.991312.0125.361131.7516.7318R2

2.8349.2121313.3307.991141.3417.6317R5

出典：医療施設調査

出典：医療施設調査

出典：医療施設調査
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